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ともに考え、ともにつくる社会 

シビックテックアプローチ

公共モデルを「依存」から「共創」へ

シビックテック・エコシステム

オープンにつながり、
社会をアップデートする

要望・苦情 

公共サービス 

テクノロジー 
データ活用 

場づくり 

市民 行政

社会課題

コミュニティ  プロジェクト 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あらゆる境界を越えていこう オープンソースなマインドでいこう ファーストペンギンには  

機敏に泳ぐ翼がある

Beyond all borders Open-source minded The first penguin,
agile flippers
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世界２６カ国で「Code for xx」が活動 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全国、約８０地域で「Code for xx」が活動 



© Code for Japan

いろいろなプロジェクトが生まれています
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© Code for Japan

シビックテックの事例（地域との取り組み）
市民と行政の連携を進め、災害時のサービスの垂直立ち上げや参加型行政の確立に貢献しています
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東京都 

新型コロナウイルス感染症対策サイト 
約300人が開発に参加（コントリビュート）し、3日で構

築。総務省との連携でデータの標準化を推進し、

オープンソースとして約80地域の派生版が作られ、

全国的なムーブメントに。  

Decidim 

 
スペイン・バルセロナ発のオープンソースの参加型

合意形成プラットフォーム。兵庫県加古川市が日本

初導入。約10サイトを公開・立ち上げ中。  

 

https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/   https://shiga-co2net0.diycities.jp/

https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/
https://shiga-co2net0.diycities.jp/


© Code for Japan

詳しくはSlackへ

https://cfjslackin.herokuapp.com/

3月23日現在6,378名が参加中🙌
誰でも無料で参加できます。

自己紹介、質問、各地域のチャンネル、技術
系、特定テーマについての情報共有、プロジェ
クトなどなど、196のチャンネルがあります。

https://cfjslackin.herokuapp.com/


わたしから始める、スマートシティ 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「わたし」から始める、スマートシティ



© Code for Japan

デジタル田園都市国家構想
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デジタル田園都市国家構想実現会議 牧島大臣提出資料より 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai4/gijisidai.html  

様々な要素技術はある
が、問題は
「どう根付かせるか」

目指すべき「山頂」を
どうすれば地域の関係
者で合意できるのか？

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai4/gijisidai.html


© Code for Japan

まちづくりのための
主体的な動きが必要
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まちの将来に対して意思決定すべき
は、市民

とはいえ、「市民」の実態は多様な
「わたし」の集合体

「わたし」という主体がまちづくりに
主体的に関われる仕組みが必要



© Code for Japan

MoCが大切にしたいこと

● 誰もがオープンに参加する
● 世代を超えてみんなでつくる
● 小さく始めて、大きく育てる
● ナレッジはグローバルに、実践はローカルに
● オンライン、オフラインを上手に使う

13



© Code for Japan

誰もがアイデアを実験できるオープンなプロセス
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© Code for Japan

わたし主体のまちを実現するためのコンポーネント

市民共創ツールキット

共通フレームワーク ローカルコンテキスト

VISION・戦略

ファシリテーターサポート

ナラティブ・物語

熟議のプラットフォーム

Make or City OS 歴史・文化

×



© Code for Japan

様々な地域で実証実験プロジェクトを実施中

市民エンゲージメント
ツール Decidim

ウェルビーイング研究
Liveability & 

Wellbeing City Index

データ連携基盤
MoC OS
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© Code for Japan

さまざまなDecidim
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スペイン 

バルセロナ市 



© Code for Japan

合意形成を進めるプロセスとコンポーネント
プロセスに応じた様々なテンプレート（ひな型）が提供されている

ミーティング 
提案 
投票 

調査  ディベート  ブログ 
アカウンタビ

リティ 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アイデアを集める アイデアをシェアする 　ディスカッション 　進捗を公開・確認する 



© Code for Japan

Decidimによる、市民参加型計画

兵庫県加古川市（2020年10月〜）
日本初導入。地元高校生も含め200名が参加し、約300
のコメントによりスマートシティ構想の策定に活用。



© Code for Japan

オフラインワークショップの実施

地域住民や学生とワークショップを実施
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© Code for Japan

大学の研究室でプライベート議論スペースを活用



© Code for Japan

男性  女性 

訪問時間 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© Code for Japan

スマートフォン利用者が多い



© Code for Japan

shibuya good talk



各取り組みを繋げていく指標としてのWell-Being
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Make our City データプラットフォーム

EUでデファクトスタンダードとなってい
る、オープンソースのデータ連携基盤 
FIWARE をベースに、データ連携基盤を
開発中

このプラットフォームは以下の機能を持つ

● 様々なデータソースからデータを取り
込む API

● 構造化されたデータを取り出すための
API
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                  Data platform 

Open API

Open API

Sensors Open Data Citizen generated data

Services

Energy 
management

Disaster 
prevention Mobility service etc...

based on 



City A

disaster prevention 
service

venue data

自治体間の相互運用性を重視する

データプラットフォームは、マーケットプレイスでもある。

mobility service

vehicle data

City B 

weather service

venue data

mobility service

weather sensor

City A

disaster prevention 
service

venue data

mobility service

vehicle data

weather service

venue data

mobility service

weather sensor

City B

                  Data platform 

citizens’ service

自治体ごとにバラバラにプラットフォームを構築しても、参加企業のメリットが薄い



© Code for Japan

グローバルコミュニティとも連携
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FIWARE Foundation に参加

海外のプロジェクト事例や技術事
例なども収集しながら活動中
国内パートナーとして、NEC, トヨ
タモビリティ財団、Smart City 
Institute Japan、AWS などと
も連携しながら進めている

FIWARE Foundation のプレスリリース



© Code for Japan

今年度、浜松市で実証実験プロジェクトを実施中

データ連携基盤の利
用を希望する企業が7
社集まり、基盤を利用
した



© Code for Japan

実証の結果

Yui Support のキッチンカーマップ

八千代エンジニヤリングの、人工ゴミの見える化

センサーやドローンを使った、森林の危険
箇所の見える化、キッチンカーを通じた地
産地消の促進、新型コロナの感染シミュ
レーション、地域イベント共有と防災のコ
ミュニティづくり、河川から流れ込むゴミの
見える化、笑顔の可視化、部活動とプロス
ポーツ指導者の連携など様々なプロジェク
トが生まれた。



© Code for Japan

詳しくはSlackへ

https://cfjslackin.herokuapp.com/

#proj-makeourcity というチャンネルにご参加

ください。

https://cfjslackin.herokuapp.com/
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あなたはどんなまちで暮らしていきたいですか？


